
おすすめの本

むかし、「ものぐさたろう」とよばれる、たいへんななまけものがいました。しごともせず、一日じゅうごろごろして、た

んか（うた）ばかりよんでいました。しかし、あることでひょうばんになり、じぶんもしらないひみつがあきらかになり

ます。「ものぐさたろう」はそのあと、どうなるのでしょうか？

なまけものには、じぶんもしらないひみつが…！

日本の
昔話 「ものぐさたろう」

あるむらに、げんきなこぞうがすんでいました。てんぐをだましてかくれみのをもらいますが、おっかさんにいろりで

もやされてしまいます。もえたのこりの「はい」をからだにぬりつけると、こぞうのからだはきえてしまいました。さて、

このあとまちにでたこぞうはどうしたでしょうか？

からだがきえるかくれみので、大はしゃぎ！

日本の
昔話 「てんぐのかくれみの」

あるてらに、おしょうさんとこぞうがいました。「おそろしいものからたすけてくれる」という三まいのおふだをもらっ

たこぞうは、おしょうさんのつかいで山へいきます。そこで、おそろしいやまんばにであいます。こぞうは三まいのおふ

だをどのようにつかったのでしょうか？たすかったのでしょうか？

おそろしいものからたすけてくれる三まいのおふだの力とは？

日本の
昔話 「さんまいのおふだ」

あるところに、しょうじきもののおじいさんがいました。山でひとしごとをおえ、うつらうつらいねむりをしていまし

た。すると、おじいさんをおじぞうさまだとかんちがいをしたさるたちが、おじいさんをいえへとかつぎだしました。さ

て、このあとおじいさんはどうなるのでしょうか？

さるたちがはこんだ、おじぞうさまのしょうたいとは…？

日本の
昔話 「さるじぞう」
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